
 

第 ６５ 期 中 間 決 算 公 告 
２０２３年１２月２７日 

長野県松本市渚２丁目９番３８号 

株式会社 長野銀行
取締役頭取 西澤 仁志 

 

中間貸借対照表（２０２３年９月３０日現在） 
（単位：百万円） 

科   目 金   額 科   目 金   額 

（ 資 産 の 部 ）  （ 負 債 の 部 ）  

現 金 預 け 金 ７７,８６９ 預 金 １,０７５,１８２ 

金 銭 の 信 託 ９２６ 借 用 金 １,２１８ 

有 価 証 券 ３２６,８９７ 外 国 為 替 ０ 

貸 出 金 ６９０,５４８ そ の 他 負 債 ２,４８１ 

外 国 為 替 ５,６９５ 未 払 法 人 税 等 ３ 

そ の 他 資 産 ６,９５８ リ ー ス 債 務 ６８２ 

有 形 固 定 資 産 ４,６６７ 資 産 除 去 債 務 ９６ 

無 形 固 定 資 産 １６６ そ の 他 の 負 債 １,６９９ 

前 払 年 金 費 用 ７４８ 賞 与 引 当 金 ３４１ 

支 払 承 諾 見 返 １,３４３ 退 職 給 付 引 当 金 ４１５ 

貸 倒 引 当 金 △ １０,０１９ 役 員 株 式 給 付 引 当 金 ８７ 

 睡眠預金払戻損失引当金 ６６ 

 偶 発 損 失 引 当 金 ４５６ 

 システム解約損失引当金 ２,２８７ 

 事 業 再 編 関 連 引 当 金 ４８ 

 繰 延 税 金 負 債 ３５６ 

 支 払 承 諾 １,３４３ 

 負 債 の 部 合 計 １,０８４,２８５ 

 （純資産の部）  

 資 本 金 １３,０１７ 

 資 本 剰 余 金 ９,６８１ 

 資 本 準 備 金 ９,６８１ 

 利 益 剰 余 金 １２,５０２ 

 利 益 準 備 金 ３,４２６ 

 そ の 他 利 益 剰 余 金 ９,０７５ 

 別 途 積 立 金 ５,９９７ 

 繰 越 利 益 剰 余 金 ３,０７８ 

 株 主 資 本 合 計 ３５,２００ 

 その他有価証券評価差額金 △ １３,６８３ 

 評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計 △ １３,６８３ 

  純 資 産 の 部 合 計 ２１,５１６ 

資 産 の 部 合 計 １,１０５,８０１ 負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 １,１０５,８０１ 



 

 

中間損益計算書( ２０２３年 ４月 １日から ) 
２０２３年 ９月３０日まで

 
（単位：百万円） 

科     目 金        額 

経 常 収 益 ７,３６２

資 金 運 用 収 益 ５,３２６

（ う ち 貸 出 金 利 息 ） （ ３,８０２ ） 

（うち有価証券利息配当金） （ １,５０３ ） 

役 務 取 引 等 収 益 ８７９

そ の 他 業 務 収 益 ２６５

そ の 他 経 常 収 益 ８９１

経 常 費 用 １１,０１４

資 金 調 達 費 用 ７２

（ う ち 預 金 利 息 ） （ ５１ ） 

役 務 取 引 等 費 用 ７５３

そ の 他 業 務 費 用 ８０２

営 業 経 費 ４,８８８

そ の 他 経 常 費 用 ４,４９７

経 常 利 益 △ ３,６５１

特 別 損 失 ６,４５６

税 引 前 中 間 純 利 益 △ １０,１０８

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 ４９

法 人 税 等 調 整 額 １,１８３

法 人 税 等 合 計 １,２３３

中 間 純 利 益 △ １１,３４１

 
 

 



記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

重要な会計方針 

１．商品有価証券の評価基準及び評価方法 

商品有価証券の評価は、時価法（売却原価は移動平均法により算定）により行っております。 

２．有価証券の評価基準及び評価方法 

（１）有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、子会社・子法人

等株式については移動平均法による原価法、その他有価証券については時価法（売却原価は移動平均法により

算定）、ただし市場価格のない株式等については移動平均法による原価法により行っております。 

なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。 

（２）有価証券運用を主目的とする単独運用の金銭の信託において信託財産として運用されている有価証券の評価

は、時価法により行っております。 

３．デリバティブ取引の評価基準及び評価方法 

デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。 

４．固定資産の減価償却の方法 

（１）有形固定資産（リース資産を除く） 

有形固定資産は、定率法（ただし、1998 年４月１日以後に取得した建物（建物附属設備を除く。）並びに 2016

年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物については定額法）を採用し、年間減価償却費見積額を期

間により按分し計上しております。 

また、主な耐用年数は次のとおりであります。 

 建 物   10 年～50 年 

 その他   2 年～20 年 

（２）無形固定資産（リース資産を除く） 

無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、行内におけ

る利用可能期間（主として５年）に基づいて償却しております。 

（３）リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」及び「無形固定資産」中のリース資産は、

リース期間を耐用年数とした定額法により償却しております。なお、残存価額については、リース契約上に残

価保証の取決めがあるものは当該残価保証額とし、それ以外のものは零としております。 

また、所有権移転ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」中のリース資産は、自己所有の固定資

産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。 

５．引当金の計上基準 

（１）貸倒引当金 

当行の貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、以下に定める債務者区分に応じて、次のとお

り計上しております。 

・破綻先：破産、会社更生、手形交換所における取引停止処分等、法的・形式的な経営破綻の事実が発生して

いる債務者 

・実質破綻先：実質的に経営破綻に陥っている債務者 

・破綻懸念先：現状経営破綻の状況にはないが、今後経営破綻に陥る可能性が高い債務者 

・要管理先：要注意先のうち債権の全部又は一部が要管理債権（貸出条件緩和債権及び三月以上延滞債権）で

ある債務者 

・要注意先：貸出条件や返済履行状況に問題があり、業況が低調又は不安定で、今後の管理に注意を要する債

務者 

・正常先：業況が良好であり、かつ財務内容にも特段の問題がないと認められる債務者 

① 破綻先及び実質破綻先に対する債権については、債権額から担保の処分可能見込額及び保証による回収可



能見込額を控除し、その残額を計上しております。 

② 破綻懸念先に対する債権については、債権額から担保処分可能見込額及び保証による回収見込額を控除し

た残額（以下「非保全額」という）のうち、必要と認める額を以下のとおり計上しております。 

イ 与信額が一定額以上の大口債務者に対する債権については、債務者の状況を総合的に判断してキャッシ

ュ・フローによる回収可能額を見積り、非保全額から当該キャッシュ・フローを控除した残額を貸倒引当

金とする方法（キャッシュ・フロー控除法）により計上しております。 

ロ 上記イ以外の債務者に対する債権については、過去の一定期間における倒産確率等から算出した予想損

失率を非保全額に乗じた額を貸倒引当金として計上しております。 

③ 要管理先及び要注意先のうち、与信額が一定額以上の大口債務者に対する債権については、債権の元本の

回収及び利息の受取りに係るキャッシュ・フローを合理的に見積り、当該キャッシュ・フローを当初の約定

利子率で割引いた金額と債権の帳簿価額との差額を貸倒引当金とする方法（キャッシュ・フロー見積法）に

より計上しております。 

④ 上記③以外の要管理先及び要注意先と正常先に対する債権については、過去の一定期間における倒産確率

等から算出した予想損失率により貸倒引当金を計上しております。 

（注）１ 倒産確率の算出におけるグルーピング 

倒産確率の算出は、正常先 1 区分、要注意先３区分（要注意先上位、要注意先下位、要管理先）、破

綻懸念先２区分の計６区分で行っております。 

※要注意先は、債務者の信用力の総合的な判断、貸出条件緩和債権等の有無により区分しておりま

す。 

２ 今後の予想損失額を見込む一定期間 

正常先については今後１年間、要注意先及び要管理先については債権の平均残存期間に対応する期

間、破綻懸念先については今後３年間の予想損失額を見込み、貸倒引当金を計上しております。（平均

残存期間は、要注意先上位 57 ヶ月、要注意先下位 59 ヶ月、要管理先 36 ヶ月） 

３ 将来見込み等による倒産確率の補正及び決定方法 

倒産確率は、直近３算定期間の平均値と景気循環サイクルを勘案した長期平均値を比較のうえ決定

しております。なお、直近３算定期間の平均値は、足元の状況及び将来見込み等必要な修正を加えて

算定しております。 

全ての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、営業関連部署から独立し

た資産査定部署が査定結果を決裁するとともに、監査部署が査定結果を監査しております。 

（２）賞与引当金 

賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当中間期

に帰属する額を計上しております。 

（３）退職給付引当金 

退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務及び年金資産の見込額に

基づき、当中間期末において発生していると認められる額を計上しております。また、退職給付債務の算定に

あたり、退職給付見込額を当中間期末までの期間に帰属させる方法については給付算定式基準によっておりま

す。なお、過去勤務費用及び数理計算上の差異の費用処理方法は次のとおりであります。 

過去勤務費用  ：その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（主として 10 年）による定額法

により損益処理 

数理計算上の差異：各事業年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（主として 10 年）によ

る定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌期から損益処理 

（４）役員株式給付引当金 

役員株式給付引当金は、内規に基づき当行の取締役に対して信託を通じて給付する当行株式の交付に備える

ため、株式給付債務の見込額を計上しております。 

（５）睡眠預金払戻損失引当金 



睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止した預金について、預金者からの払戻請求に備えるため、将来

の払戻請求に応じて発生する損失を見積り必要と認める額を計上しております。 

（６）偶発損失引当金 

偶発損失引当金は、信用保証協会との責任共有制度に伴う負担金の支払いに備えるため、将来の負担金支払

見積額を計上しております。 

（７）システム解約損失引当金 

システム解約損失引当金は、当行と八十二銀行の合併に向け、現在利用しているシステムの中途解約に係る

損失額を合理的に見積り、必要と認められる額を計上しております。 

（８）事業再編関連引当金 

事業の再編等に伴う損失に備えるため、将来の損失見込額を計上しております。 

６．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建資産・負債は、主として中間決算日の為替相場による円換算額を付しております。 

７．収益の計上方法 

顧客との契約から生じる収益は、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービ

スと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。 

８．ヘッジ会計の方法 

為替変動リスク・ヘッジ 

外貨建金融資産・負債から生じる為替変動リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業における外貨建取引

等の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別委員会実務指針第 25 号 令和

２年 10 月８日）に規定する繰延ヘッジによっております。ヘッジ有効性評価の方法については、外貨建金銭債

権債務等の為替変動リスクを減殺する目的で行う為替スワップ取引等をヘッジ手段とし、ヘッジ対象である外

貨建金銭債権債務等に見合うヘッジ手段の外貨ポジション相当額が存在することを確認することによりヘッジ

の有効性を評価しております。 

なお、一部の資産・負債については、金利スワップの特例処理を行っております。 

 

会計上の見積りの変更 

（貸倒引当金の見積りの変更） 

株式会社八十二銀行（親会社）は、グループ全体としての信用リスクガバナンス体制を強化することを目的と

して、親会社の融資部及びリスク統括部が銀行業を営む連結子会社（当行）の与信管理体制及び審査に関する各

種基準とその運用を統一することで、グループ一体として債務者区分判定を行う体制といたしました。これに伴

い、当行は、当該体制に基づいて判定された債務者区分に適した予想損失額を算定する必要があるため、当中間

会計期間より、グループ全体として統一した償却・引当基準に則り、貸倒引当金の計上を行っております。 

具体的には、当中間会計期間末において、当行は、統一した与信管理体制及び審査に関する各種基準とその運

用に基づく債務者区分としております。また、正常先と要注意先及び要管理先に対する債権については、過去の

一定期間における倒産確率等から算出した予想損失率により、正常先については今後 1 年間、要注意先及び要管

理先については債権の平均残存期間に対応する期間の予想損失額を見込み、貸倒引当金を計上しております。破

綻懸念先に対する債権については、過去の一定期間における倒産確率等から算出した予想損失率を非保全額に乗

じた額を貸倒引当金として計上しております。 

加えて、要管理先及び要注意先のうち与信額が一定額以上の大口債務者に対する債権についてはキャッシュ・

フロー見積法により貸倒引当金を計上するとともに、破綻懸念先に対する債権のキャッシュ・フロー控除法の適

用範囲について変更しております。 

 

追加情報 

（従業員等に信託を通じて親会社の株式を交付する取引） 

当行は、取締役（社外取締役を除く）に信託を通じて親会社の株式を交付する取引を行っております。  



（１）取引の概要 

当行は、取締役の報酬と当行の業績および株式価値との連動性をより明確にし、取締役が中長期的な業績の

向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的として、取締役に対する業績連動型株式報酬制度「株

式給付信託（ＢＢＴ）」を導入しております。 

本制度は、当行が拠出する金銭を原資として親会社株式が信託を通じて取得され、取締役に対して役員株式

給付規程に従って、役位、業績、中期経営計画達成度等に応じて親会社株式および親会社株式を時価で換算し

た金額相当の金銭「親会社株式等」が信託を通じて給付される業績連動型の株式報酬制度です。なお、取締役

が親会社株式等の給付を受ける時期は、原則として取締役の退任時とします。 

（２）信託に残存する親会社の株式 

信託に残存する親会社株式を、時価により資産の部に株式として計上しております。当該親会社株式の時価

及び株式数は、当中間会計期間 79 百万円、96,730 株であります。 

 

表示方法の変更 

従来、当行が契約する団体信用生命保険等の受取配当金につきましては、その他の経常収益に計上しておりまし

たが、株式会社八十二銀行（親会社）との経営統合を踏まえ、親会社の計上方法に統一することといたしました。

具体的には、支払保険料から受取配当金を控除した額を費用として計上するため、当中間会計期間より受取配当金

を役務取引等費用に計上しております。 

 

注記事項 

（中間貸借対照表関係） 

１．関係会社の株式総額      1,027 百万円 

２．無担保の消費貸借契約（債券貸借取引）により貸し付けている有価証券が、「有価証券」中の国債に 5,311 百万

円含まれております。 

３．銀行法及び金融機能の再生のための緊急措置に関する法律に基づく債権は次のとおりであります。なお、債権

は、貸借対照表の「有価証券」中の社債（その元本の償還及び利息の支払の全部又は一部について保証している

ものであって、当該社債の発行が有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）によるものに限る。）、貸出金、

外国為替、「その他資産」中の未収利息及び仮払金並びに支払承諾見返の各勘定に計上されるものであります。 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権額  

危険債権額 

三月以上延滞債権額 

貸出条件緩和債権額 

合計額 

3,480 百万円

26,449 百万円

－百万円

4,672 百万円

34,603 百万円

破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由に

より経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権であります。 

危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った

債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権で破産更生債権及びこれらに準ずる債権に該当

しないものであります。 

三月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金で破産更生

債権及びこれらに準ずる債権並びに危険債権に該当しないものであります。 

貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、

元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破産更生債権及びこれらに準ず

る債権、危険債権並びに三月以上延滞債権に該当しないものであります。 

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。 

４．手形割引は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協

会業種別委員会実務指針第 24 号）に基づき金融取引として処理しております。これにより受け入れた商業手形及

び買入外国為替等は、売却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有しておりますが、その額面金



額は 2,362 百万円であります。 

５．担保に供している資産は次のとおりであります。 

担保に供している資産 

預け金                   2 百万円 

有価証券                6,819 百万円 

貸出金       105,055 百万円 

担保資産に対応する債務 

預金                    406 百万円 

借用金                   1,200 百万円 

その他負債                 270 百万円 

上記のほか、当座借越契約及び内国為替決済等の取引の担保として、預け金 500 百万円及びその他資産 5,000

百万円を差し入れております。 

子会社、子法人等の借入金等の担保は該当ありません。 

また、その他の資産には、先物取引差入証拠金 382 百万円及び保証金 154 百万円が含まれております。 

６．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、

契約上規定された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸し付けることを約する契約でありま

す。これらの契約に係る融資未実行残高は、73,531 百万円であります。このうち原契約期間が 1 年以内のものが

62,567 百万円あります。 

なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必ずし

も当行の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多くには、金融情勢の

変化、債権の保全及びその他相当の事由があるときは、当行が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額

の減額をすることができる旨の条項が付けられております。また、契約時において必要に応じて不動産・有価証

券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に予め定めている行内手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に

応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を講じております。 

10．有形固定資産の減価償却累計額    12,441 百万円 

11．「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）による社債に対する当行の保証

債務の額は 4,752 百万円であります。 

12．銀行法施行規則第 19 条の２第１項第３号ロ（10）に規定する単体自己資本比率（国内基準） 7.31％ 



（中間損益計算書関係） 

１．「その他経常費用」には、貸倒引当金繰入額 3,924 百万円を含んでおります。 

２．営業キャッシュ・フローの低下等により、投資額の回収が見込めなくなったことに伴い、次の資産について帳

簿価額を回収可能価額まで減額し当該減少額 4,120 百万円を減損損失として計上しております。 

地 域 主な用途 種 類 減損損失 

長野県内 本店 土地、動産及び 661 百万円 

  無形固定資産 (うち土地  278 百万円) 

   (うち動産   12 百万円) 

   (うち無形固定資産370 百万円) 

長野県内 事業用店舗 51 か所 土地、建物及び動産 2,917 百万円 

   (うち土地 2,321 百万円) 

   (うち建物  471 百万円) 

   (うち動産  124 百万円) 

長野県内 ATM、研修センター、 土地、建物及び動産 540 百万円 

 倉庫、寮等 67 か所  (うち土地  413 百万円) 

   (うち建物   69 百万円) 

   (うち動産   57 百万円) 

東京 事業用店舗 1 か所 動産 0 百万円 

   (うち動産   0 百万円) 

合計  土地、建物、動産及び 4,120 百万円 

  無形固定資産 (うち土地 3,013 百万円) 

   (うち建物  541 百万円) 

   (うち動産  195 百万円) 

   (うち無形固定資産370 百万円) 

事業用店舗については、個別に継続的な収支の把握を行っていることから原則として支店単位（ただし、同一

建物内で複数店舗が営業している場合は、一体とみなす。）でグルーピングを行っております。 

なお、当中間期の減損損失の測定に使用した回収可能価額は正味売却価額及び使用価値であります。正味売却

価額は、不動産鑑定評価額等にて合理的に算定しております。また、使用価値の算出に用いた割引率は、1.03％

であります。 



（有価証券関係） 

１．子会社・子法人等株式及び関連法人等株式（2023 年９月 30 日現在） 

  子会社・子法人等株式及び関連法人等株式で時価のあるものは該当ありません。 

（注）市場価格のない子会社・子法人等株式及び関連法人等株式 

 中間貸借対照表計上額（百万円）

子会社・子法人等株式 1,027 

関連法人等株式 － 

合計 1,027 

 

２．その他有価証券（2023 年９月 30 日現在） 

 種類 
中間貸借対照表

計上額（百万円）

取得原価 

（百万円） 

差額 

（百万円） 

中間貸借対照表

計上額が取得原

価を超えるもの 

株式 17,585 11,240 6,344 

債券 14,894 14,671 223 

 国債 8,418 8,222 196 

 地方債 1,503 1,500 3 

 社債 4,972 4,948 23 

その他 24,939 23,939 1,000 

小 計 57,419 49,851 7,568 

中間貸借対照表

計上額が取得原

価を超えないも

の 

株式 485 503 △ 18 

債券 115,209 124,721 △ 9,512 

 国債 8,210 9,412 △ 1,202 

 地方債 74,008 80,700 △ 6,691 

 社債 32,990 34,608 △ 1,617 

その他 149,693 161,415 △ 11,721 

小 計 265,389 286,641 △ 21,252 

合計 322,809 336,492 △ 13,683 

 

（注）上表に含まれない市場価格のない株式等及び組合出資金の中間貸借対照表計上額 

 中間貸借対照表計上額（百万円）

非上場株式 1,155 

組合出資金 1,904 

合計 3,060 

   組合出資金については、「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 31 号 令和

３年６月 17 日）第 24-16 項に基づき、時価開示の対象とはしておりません。 

３．減損処理を行った有価証券 

売買目的有価証券以外の有価証券（市場価格のない株式等及び組合出資金を除く）のうち、当該有価証券の時

価が取得原価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込があると認められないものについ

ては、当該時価をもって中間貸借対照表計上額とするとともに、評価差額を当中間期の損失として処理（以下「減

損処理」という。）しております。 

当中間期における減損処理額は、該当ありません。 

時価が「著しく下落した」と判断するための基準は、時価が取得原価に対して 50％程度以上下落した場合とし

ております。また、時価が取得原価に対し、30％以上 50％未満下落した場合は、過去一定期間において時価が簿

価あるいは評価損率が 30％未満の水準まで達しない場合、時価が「著しく下落した」と判断し、時価の回復可能

性の判定を行ったうえで、回復の可能性が認められない場合には、減損処理を行うものとしております。 



（税効果会計関係） 

繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は、それぞれ以下のとおりであります。 

繰延税金負債 

前払年金費用                       △  227 百万円 

リース資産                        △   127 

その他                          △    0  

繰延税金負債合計                        △ 356 

繰延税金負債の純額                      △356 百万円  

 

（１株当たり情報） 

 １株当たりの純資産額             2,323 円 91 銭 

 １株当たり中間純利益金額          △1,237 円 77 銭 

 潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額 △1,237 円 75 銭 

（注） 株主資本において自己株式として計上されていた信託に残存する当行の株式は、１株当たり中間純利益

金額及び潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する

自己株式に含めております。 

１株当たり中間純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額の算定上、控除した当該自己

株式の期中平均株式数は 16 千株であります。 



第 ６５ 期 中 間 決 算 公 告 
２０２３年１２月２７日 

長野県松本市渚２丁目９番３８号 

株式会社 長野銀行
取締役頭取 西澤 仁志 

 

中間連結貸借対照表（２０２３年９月３０日現在） 
（単位：百万円） 

科    目 金    額 科    目 金    額 

（ 資 産 の 部 ）  （ 負 債 の 部 ）  

現 金 預 け 金 ７７,８８３ 預 金 １,０７４,８４５ 

金 銭 の 信 託 ９２６ 借 用 金 ４,３１７ 

有 価 証 券 ３２５,８６９ 外 国 為 替 ０ 

貸 出 金 ６８２,４７７ そ の 他 負 債 ３,６７２ 

外 国 為 替 ５,６９５ 賞 与 引 当 金 ３５２ 

リース債権及びリース投資資産 １４,８６２ 退 職 給 付 に 係 る 負 債 ３８８ 

そ の 他 資 産 ８,７１６ 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 ８ 

有 形 固 定 資 産 ４,９４５ 役 員 株 式 給 付 引 当 金 ８７ 

無 形 固 定 資 産 １９４ 睡 眠 預 金 払 戻 損 失 引 当 金 ６６ 

退 職 給 付 に 係 る 資 産 ７９７ 偶 発 損 失 引 当 金 ４５６ 

繰 延 税 金 資 産 ２５ シ ス テ ム 解 約 損 失 引 当 金 ２,２８７ 

支 払 承 諾 見 返 １,３４３ 事 業 再 編 関 連 引 当 金 ４８ 

貸 倒 引 当 金 △ １０,４２６ 繰 延 税 金 負 債 ３５６ 

  支 払 承 諾 １,３４３ 

  負 債 の 部 合 計 １,０８８,２３０ 

  （純資産の部）  

  資 本 金 １３,０１７ 

  資 本 剰 余 金 ９,７２２ 

  利 益 剰 余 金 １５,５１１ 

  株 主 資 本 合 計 ３８,２５１ 

  その他有価証券評価差額金 △ １３,６８３ 

  退職給付に係る調整累計額 ５８ 

  その他の包括利益累計額合計 △ １３,６２４ 

  非 支 配 株 主 持 分 ４５３ 

  純 資 産 の 部 合 計 ２５,０８０ 

資 産 の 部 合 計 １,１１３,３１０ 負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 １,１１３,３１０ 

 



 

中間連結損益計算書( ２０２３年 ４月 １日から ) 
２０２３年 ９月３０日まで

  
（単位：百万円） 

科        目 金          額 

経 常 収 益    ９,７３１  

資 金 運 用 収 益  ５,３００    

（ う ち 貸 出 金 利 息 ） （ ３,７８０ ）    

（ う ち 有 価 証 券 利 息 配 当 金 ） （ １,４９９ ）    

役 務 取 引 等 収 益  ８６６    

そ の 他 業 務 収 益  ２,６７５    

そ の 他 経 常 収 益  ８８９    

経 常 費 用    １３,４４９  

 資 金 調 達 費 用  ８５    

（ う ち 預 金 利 息 ） （ ５１ ）    

役 務 取 引 等 費 用  ７４９    

 そ の 他 業 務 費 用  ２,８３５    

 営 業 経 費  ５,０８６    

 そ の 他 経 常 費 用  ４,６９３    

経 常 利 益    △ ３,７１８  

特 別 損 失    ６,４８５  

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益    △ １０,２０３  

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税  ８９    

法 人 税 等 調 整 額  １,１９４    

法 人 税 等 合 計    １,２８３  

中 間 純 利 益    △ １１,４８７  

非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 中 間 純 利 益    △ １３  

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 中 間 純 利 益    △ １１,４７３  

 



記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

会計方針に関する事項 

（１）商品有価証券の評価基準及び評価方法 

商品有価証券の評価は、時価法（売却原価は移動平均法により算定）により行っております。 

（２）有価証券の評価基準及び評価方法 

① 有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法(定額法)、その他有価証

券については時価法(売却原価は移動平均法により算定)、ただし市場価格のない株式等については移動平均

法による原価法により行っております。 

なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。 

② 有価証券運用を主目的とする単独運用の金銭の信託において信託財産として運用されている有価証券の評

価は、時価法により行っております。 

（３）デリバティブ取引の評価基準及び評価方法 

デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。 

（４）固定資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除く） 

当行の有形固定資産は、定率法（ただし、平成 10 年４月１日以後に取得した建物（建物附属設備を除く。）

並びに平成 28 年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物については定額法）を採用し、年間減価償

却費見積額を期間により按分し計上しております。 

また、主な耐用年数は次のとおりであります。 

  建 物   10 年～50 年 

  その他   2 年～20 年 

連結される子会社の有形固定資産については、資産の見積耐用年数に基づき、主として定額法により償却

しております。 

② 無形固定資産（リース資産を除く） 

無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、当行及び

連結される子会社で定める利用可能期間（主として５年）に基づいて償却しております。 

③ リース資産 

所有権移転ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」中のリース資産は、自己所有の固定資産に

適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。 

（５）貸倒引当金の計上基準 

当行の貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、以下に定める債務者区分に応じて、次のとお

り計上しております。 

・破綻先：破産、会社更生、手形交換所における取引停止処分等、法的・形式的な経営破綻の事実が発生して

いる債務者 

・実質破綻先：実質的に経営破綻に陥っている債務者 

・破綻懸念先：現状経営破綻の状況にはないが、今後経営破綻に陥る可能性が高い債務者 

・要管理先：要注意先のうち債権の全部又は一部が要管理債権（貸出条件緩和債権及び三月以上延滞債権）で

ある債務者 

・要注意先：貸出条件や返済履行状況に問題があり、業況が低調又は不安定で、今後の管理に注意を要する債

務者 

・正常先：業況が良好であり、かつ財務内容にも特段の問題がないと認められる債務者 

① 破綻先及び実質破綻先に対する債権については、債権額から担保の処分可能見込額及び保証による回収可

能見込額を控除し、その残額を計上しております。 

② 破綻懸念先に対する債権については、債権額から担保処分可能見込額及び保証による回収見込額を控除し

た残額（以下「非保全額」という）のうち、必要と認める額を以下のとおり計上しております。 

イ 与信額が一定額以上の大口債務者に対する債権については、債務者の状況を総合的に判断してキャッシ



ュ・フローによる回収可能額を見積り、非保全額から当該キャッシュ・フローを控除した残額を貸倒引当

金とする方法（キャッシュ・フロー控除法）により計上しております。 

ロ 上記イ以外の債務者に対する債権については、過去の一定期間における倒産確率等から算出した予想損

失率を非保全額に乗じた額を貸倒引当金として計上しております。 

③ 要管理先及び要注意先のうち、与信額が一定額以上の大口債務者に対する債権については、債権の元本の

回収及び利息の受取りに係るキャッシュ・フローを合理的に見積り、当該キャッシュ・フローを当初の約定

利子率で割引いた金額と債権の帳簿価額との差額を貸倒引当金とする方法（キャッシュ・フロー見積法）に

より計上しております。 

④ 上記③以外の要管理先及び要注意先と正常先に対する債権については、過去の一定期間における倒産確率

等から算出した予想損失率により貸倒引当金を計上しております。 

（注）１ 倒産確率の算出におけるグルーピング 

倒産確率の算出は、正常先 1 区分、要注意先３区分（要注意先上位、要注意先下位、要管理先）、破

綻懸念先２区分の計６区分で行っております。 

※要注意先は、債務者の信用力の総合的な判断、貸出条件緩和債権等の有無により区分しておりま

す。 

２ 今後の予想損失額を見込む一定期間 

正常先については今後１年間、要注意先及び要管理先については債権の平均残存期間に対応する期

間、破綻懸念先については今後３年間の予想損失額を見込み、貸倒引当金を計上しております。（平均

残存期間は、要注意先上位 57 ヶ月、要注意先下位 59 ヶ月、要管理先 36 ヶ月） 

３ 将来見込み等による倒産確率の補正及び決定方法 

倒産確率は、直近３算定期間の平均値と景気循環サイクルを勘案した長期平均値を比較のうえ決定

しております。なお、直近３算定期間の平均値は、足元の状況及び将来見込み等必要な修正を加えて

算定しております。 

全ての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、営業関連部署から独立し

た資産査定部署が査定結果を決裁するとともに、監査部署が査定結果を監査しております。 

連結子会社の貸倒引当金については、当行の償却・引当基準に準じて必要と認めた額を計上しております。 

（６）賞与引当金の計上基準 

賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当中間連

結会計期間に帰属する額を計上しております。 

（７）役員退職慰労引当金の計上基準 

役員退職慰労引当金は、連結される子会社の役員への退職慰労金の支払いに備えるため、役員に対する退職

慰労金の支給見積額のうち、当中間連結会計期間末までに発生していると認められる額を計上しております。 

（８）役員株式給付引当金 

役員株式給付引当金は、内規に基づき当行の取締役に対して信託を通じて給付する当行株式の交付に備える

ため、株式給付債務の見込額を計上しております。 

（９）睡眠預金払戻損失引当金の計上基準 

睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止した預金について、預金者からの払戻請求に備えるため、将来

の払戻請求に応じて発生する損失を見積り必要と認める額を計上しております。 

（10）偶発損失引当金の計上基準 

偶発損失引当金は、信用保証協会との責任共有制度に伴う負担金の支払いに備えるため、将来の負担金支払

見積額を計上しております。 

（11）退職給付に係る会計処理の方法 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当中間連結会計期間末までの期間に帰属させる方法につい

ては給付算定式基準によっております。また、過去勤務費用及び数理計算上の差異の損益処理方法は次のとお

りであります。 

過去勤務費用   その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（主として 10 年）による定額法

により損益処理 



数理計算上の差異 各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（主として 10 年）

による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年度から損益処理 

なお、一部の連結される子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る当中

間連結会計期間末の自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。 

（12）システム解約損失引当金 

システム解約損失引当金は、当行と八十二銀行の合併に向け、現在利用しているシステムの中途解約に係る

損失額を合理的に見積り、必要と認められる額を計上しております。 

（13）事業再編関連引当金 

事業の再編等に伴う損失に備えるため、将来の損失見込額を計上しております。 

（14）外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

当行の外貨建資産・負債は、主として中間連結決算日の為替相場による円換算額を付しております。 

（15）重要な収益及び費用の計上基準 

① 顧客との契約から生じる収益の計上基準 

顧客との契約から生じる収益は、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサ

ービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。 

② ファイナンス・リース取引に係る収益の計上基準 

リース料受取時に売上高と売上原価を計上する方法によっております。 

（16）重要なヘッジ会計の方法 

為替変動リスク・ヘッジ 

当行の外貨建金融資産・負債から生じる為替変動リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業における外

貨建取引等の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別委員会実務指針第

25 号 令和２年 10 月８日）に規定する繰延ヘッジによっております。ヘッジ有効性評価の方法については、

外貨建金銭債権債務等の為替変動リスクを減殺する目的で行う為替スワップ取引等をヘッジ手段とし、ヘッ

ジ対象である外貨建金銭債権債務等に見合うヘッジ手段の外貨ポジション相当額が存在することを確認する

ことによりヘッジの有効性を評価しております。 

なお、当行の一部の資産・負債については、金利スワップの特例処理を行っております。 

（17）中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲は、中間連結貸借対照表上の「現金預け金」のうち

現金及び日本銀行への預け金であります。 

 

会計上の見積りの変更 

（貸倒引当金の見積りの変更） 

株式会社八十二銀行（親会社）は、グループ全体としての信用リスクガバナンス体制を強化することを目的と

して、親会社の融資部及びリスク統括部が銀行業を営む連結子会社（当行）の与信管理体制及び審査に関する各

種基準とその運用を統一することで、グループ一体として債務者区分判定を行う体制といたしました。これに伴

い、当行は、当該体制に基づいて判定された債務者区分に適した予想損失額を算定する必要があるため、当中間

連結会計期間より、グループ全体として統一した償却・引当基準に則り、貸倒引当金の計上を行っております。 

具体的には、当中間連結会計期間末において、当行は、統一した与信管理体制及び審査に関する各種基準とそ

の運用に基づく債務者区分としております。また、正常先と要注意先及び要管理先に対する債権については、過

去の一定期間における倒産確率等から算出した予想損失率により、正常先については今後 1 年間、要注意先及び

要管理先については債権の平均残存期間に対応する期間の予想損失額を見込み、貸倒引当金を計上しております。

破綻懸念先に対する債権については、過去の一定期間における倒産確率等から算出した予想損失率を非保全額に

乗じた額を貸倒引当金として計上しております。 

加えて、要管理先及び要注意先のうち与信額が一定額以上の大口債務者に対する債権についてはキャッシュ・

フロー見積法により貸倒引当金を計上するとともに、破綻懸念先に対する債権のキャッシュ・フロー控除法の適

用範囲について変更しております。 

 



追加情報 

（従業員等に信託を通じて親会社の株式を交付する取引） 

当行は、取締役（社外取締役を除く）に信託を通じて親会社の株式を交付する取引を行っております。 

（１）取引の概要 

当行は、取締役の報酬と当行の業績および株式価値との連動性をより明確にし、取締役が中長期的な業績の

向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的として、取締役に対する業績連動型株式報酬制度「株

式給付信託（ＢＢＴ）」を導入しております。 

本制度は、当行が拠出する金銭を原資として親会社株式が信託を通じて取得され、取締役に対して役員株式

給付規程に従って、役位、業績、中期経営計画達成度等に応じて親会社株式および親会社株式を時価で換算し

た金額相当の金銭「親会社株式等」が信託を通じて給付される業績連動型の株式報酬制度です。なお、取締役

が親会社株式等の給付を受ける時期は、原則として取締役の退任時とします。 

（２）信託に残存する自社の株式 

信託に残存する親会社株式を、時価により資産の部に株式として計上しております。当該親会社株式の時価

及び株式数は、当中間連結会計期間 79 百万円、96,730 株であります。 

 

表示方法の変更 

従来、当行が契約する団体信用生命保険等の受取配当金につきましては、その他の経常収益に計上しておりまし

たが、株式会社八十二銀行（親会社）との経営統合を踏まえ、親会社の計上方法に統一することといたしました。

具体的には、支払保険料から受取配当金を控除した額を費用として計上するため、当中間連結会計期間より受取配

当金を役務取引等費用に計上しております。 

 

注記事項 

（中間連結貸借対照表関係） 

１．無担保の消費貸借契約（債券貸借取引）により貸し付けている有価証券が、「有価証券」中の国債に 5,311 百万

円含まれております。 

２．銀行法及び金融機能の再生のための緊急措置に関する法律に基づく債権は次のとおりであります。なお、債権

は、貸借対照表の「有価証券」中の社債（その元本の償還及び利息の支払の全部又は一部について保証している

ものであって、当該社債の発行が有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）によるものに限る。）、貸出金、

外国為替、「その他資産」中の未収利息及び仮払金並びに支払承諾見返の各勘定に計上されるものであります。 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権額  

危険債権額 

三月以上延滞債権額  

貸出条件緩和債権額 

合計額 

3,542 百万円

26,553 百万円

－百万円

4,672 百万円

34,769 百万円

破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由に

より経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権であります。 

危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った

債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権で破産更生債権及びこれらに準ずる債権に該当

しないものであります。 

三月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金で破産更生

債権及びこれらに準ずる債権並びに危険債権に該当しないものであります。 

貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、

元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破産更生債権及びこれらに準ず

る債権、危険債権並びに三月以上延滞債権に該当しないものであります。 

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。 

３．手形割引は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協

会業種別委員会実務指針第 24 号 令和４年３月 17 日）に基づき金融取引として処理しております。これにより

受け入れた商業手形及び買入外国為替等は、売却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有してお



りますが、その額面金額は 2,362 百万円であります。 

４．担保に供している資産は次のとおりであります。 

担保に供している資産 

預け金                2 百万円 

有価証券             6,819 百万円 

貸出金             105,055 百万円 

担保資産に対応する債務 

預金                406 百万円 

借用金               1,200 百万円 

その他負債             270 百万円 

上記のほか、当座借越契約及び内国為替決済等の取引の担保として、預け金 500 百万円及びその他資産 5,000

百万円を差し入れております。 

また、その他資産には、先物取引差入証拠金 382 百万円及び保証金 154 百万円が含まれております。 

５．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、

契約上規定された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸し付けることを約する契約でありま

す。これらの契約に係る融資未実行残高は、76,064 百万円であります。このうち原契約期間が 1 年以内のものが

61,077 百万円あります。 

なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必ずし

も当行及び連結される子会社の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の

多くには、金融情勢の変化、債権の保全及びその他相当の事由があるときは、当行及び連結される子会社が実行

申し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をすることができる旨の条項が付けられております。また、

契約時において必要に応じて不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に予め定めている行内

（社内）手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を講じておりま

す。 

６．有形固定資産の減価償却累計額     12,783 百万円 

７．「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）による社債に対する保証債務の

額は 4,752 百万円であります。 

８．銀行法施行規則第 17 条の５第１項第３号ロに規定する連結自己資本比率（国内基準） 7.79％ 



（中間連結損益計算書関係） 

１．「その他経常費用」には、貸出金償却 0 百万円および貸倒引当金繰入額 4,121 百万円を含んでおります。 

２．営業キャッシュ・フローの低下等により、投資額の回収が見込めなくなったことに伴い、次の資産について帳

簿価額を回収可能価額まで減額し当該減少額 4,149 百万円を減損損失として計上しております。 

地 域 主な用途 種 類 減損損失 

長野県内 本店 土地、動産及び 661 百万円 

  無形固定資産 (うち土地  278 百万円) 

   (うち動産   12 百万円) 

   (うち無形固定資産370 百万円) 

長野県内 事業用店舗 51 か所 土地、建物及び動産 2,917 百万円 

   (うち土地 2,321 百万円) 

   (うち建物  471 百万円) 

   (うち動産  124 百万円) 

長野県内 ATM、研修センター、 土地、建物及び動産 540 百万円 

 倉庫、寮等 67 か所  (うち土地  413 百万円) 

   (うち建物   69 百万円) 

   (うち動産   57 百万円) 

長野県内 子会社事務所 1 か所 土地及び建物 28 百万円 

   (うち土地   10 百万円) 

   (うち建物  18 百万円) 

東京 事業用店舗 1 か所 動産 0 百万円 

   (うち動産   0 百万円) 

合計  土地、建物、動産及び 4,149 百万円 

  無形固定資産 (うち土地 3,023 百万円) 

   (うち建物  559 百万円) 

   (うち動産  195 百万円) 

   (うち無形固定資産370 百万円) 

事業用店舗については、個別に継続的な収支の把握を行っていることから原則として支店単位（ただし、同一

建物内で複数店舗が営業している場合は、一体とみなす。）でグルーピングを行っております。 

なお、当中間期の減損損失の測定に使用した回収可能価額は正味売却価額及び使用価値であります。正味売却

価額は、不動産鑑定評価額等にて合理的に算定しております。また、使用価値の算出に用いた割引率は、1.03％

であります。 

 



（金融商品関係） 

１．金融商品の時価等に関する事項 

中間連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次のとおりであります。なお、市場価格のない株式等

及び組合出資金は、次表には含めておりません（（注１）参照）。また、現金預け金、コールローン及び買入手形、

外国為替（資産・負債）は、短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しており

ます。 

（単位：百万円） 

  
中間連結貸借対照表

計上額 
時価 差額 

(1) 金銭の信託 926 926 －

(2) 有価証券  

 その他有価証券 322,809 322,809 －

(3) 貸出金 682,477  

  貸倒引当金（＊１） △10,093  

  672,383 666,201 △6,181

 資産計 996,118 989,937 △6,181

(1) 預金 1,074,845 1,074,847 2

(2) 借用金 4,317 4,313 △3

 負債計 1,079,162 1,079,160 △1

デリバティブ取引（＊２）  

 ヘッジ会計が適用されていないもの (0) (0) －

 ヘッジ会計が適用されているもの － － －

 デリバティブ取引計 (0) (0) －

（＊１）貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。 

（＊２）その他資産・負債に計上しているデリバティブ取引を一括して表示しております。デリバティブ取引によ

って生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目については、( )で表示し

ております。 

 

（注１）市場価格のない株式等及び組合出資金等の中間連結貸借対照表計上額は次のとおりであり、金融商品の時

価情報の「その他有価証券」には含めておりません。 

（単位：百万円）               

区分 
当中間連結会計期間 

（2023 年９月 30 日） 

① 非上場株式（＊1）（＊2） 1,155 

② その他の証券（＊3） 1,904 

合計 3,060 

（＊１）非上場株式については、「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 19 号 令

和２年３月 31 日）第 5 項に基づき、時価開示の対象とはしておりません。 

（＊２）当中間連結会計期間において、非上場株式について減損処理は行っておりません。 

（＊３）組合出資金については「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 31 号 令和

３年６月 17 日）第 24-16 項に基づき、時価開示の対象とはしておりません。 

 

 

 



２．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項 

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに

分類しております。 

 

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の

算定の対象となる資産または負債に関する相場価格により算定した時価 

レベル２の時価：観察可能な時価に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係るイ

ンプットを用いて算定した時価 

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価 

 

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属

するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。 

 

（１）時価で中間連結貸借対照表に計上している金融商品 

（単位：百万円） 

 
時価 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

金銭の信託 － 926 － 926

有価証券(その他有価証券)（＊１）  

 株式 18,071 － － 18,071

 国債 16,629 － － 16,629

 地方債 － 75,512 － 75,512

 社債 － 33,023 4,939 37,962

 その他 3,901 170,731 － 174,633

デリバティブ取引  

  通貨関連取引 － 0 － 0

資産計 77,204 559,462 9,878 646,544

デリバティブ取引  

  通貨関連取引 － 1 － 1

  債券関連取引 － － － －

  クレジット・デリバティブ取引 － － 0 0

負債計 － 1 0 1

 

 



（２）時価で中間連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品 

（単位：百万円） 

 
時価 

レベル 1 レベル 2 レベル 3 合計 

貸出金 － － 666,201 666,201

資産計 － － 666,201 666,201

預金 － 1,074,847 － 1,074,847

借用金 － 4,313 － 4,313

負債計 － 1,079,160 － 1,079,160

 

（注１）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明 

資 産 

金銭の信託 

有価証券運用を主目的とする単独運用の金銭の信託の信託財産の構成物である有価証券については、取

引金融機関から提示された価格によっており、構成物のレベルに基づき主にレベル２の時価に分類してお

ります。 

 

有価証券 

有価証券については、活発な市場における無調整の相場価格を利用できるものはレベル１の時価に分類

しております。主に上場株式や国債がこれに含まれます。 

公表された相場価格を用いていたとしても市場が活発でない場合にはレベル２の時価に分類しておりま

す。主に地方債、社債がこれに含まれます。また、市場における取引価格が存在しない投資信託について、

解約又は買戻請求に関して市場参加者からリスクの対価を求められるほどの重要な制限がない場合には基

準価額を時価とし、レベル２の時価に分類しております。 

相場価格が入手できない場合には、取引金融機関から提示された価格又はモデルに基づき算定された価

格によっており、算定に当たり重要な観察できないインプットを用いている場合にはレベル３の時価に分

類しております。 

自行保証付私募債等は、私募債の種類及び内部格付、期間に基づく区分ごとに、元利金の合計額を同様

の新規引受を行った場合に想定される利率で割り引いて時価を算定しており、当該割引率が観察不能であ

ることからレベル３の時価に分類しております。 

なお、保有目的毎の有価証券に関する注記事項については、「（有価証券関係）」に記載しております。 

 

貸出金 

貸出金については、貸出金の種類及び内部格付、期間に基づく区分ごとに、元利金の合計額を同様の新

規貸出を行った場合に想定される利率で割り引いて時価を算定しており、当該割引率が観察不能であるこ

とからレベル３の時価に分類しております。このうち変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映す

るため、貸出先の信用状態が実行後大きく異なっていない場合は時価と帳簿価額が近似していることから、

帳簿価額を時価としております。 

また、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、担保・保証による回収見込額等

に基づいて貸倒見積高を算定しており、時価は中間連結決算日における中間連結貸借対照表上の債権等計

上額から貸倒引当金計上額を控除した金額に近似していることから、当該価額を時価としており、レベル

３の時価に分類しております。 

  

 

負 債 

預金 

要求払預金について、中間連結決算日に要求に応じて直ちに支払うものは、その金額を時価としており



ます。また、定期預金については、一定の期間ごとに区分して、将来キャッシュ・フローを割り引いた割

引現在価値により時価を算定しております。その割引率は、新規に預金を受け入れる際に使用する利率を

用いております。なお、残存期間が短期間（１年以内）のものは、時価は帳簿価額と近似していることか

ら、当該帳簿価額を時価としております。 

 これらについては、レベル２の時価に分類しております。 

 

借用金 

借用金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、また、当行及び連結子会社の信用

状態は実行後大きく異なっていないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるため、当該帳

簿価額を時価としております。固定金利によるものは、一定の期間ごとに区分した当該借用金の元利金の

合計額を同様の借入において想定される利率で割り引いて現在価値等を算定しております。なお、残存期

間が短期間（１年以内）のものは、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価として

おります。 

これらについては、レベル２の時価に分類しております。 

 

デリバティブ取引 

デリバティブ取引は、通貨関連取引（通貨先物、通貨オプション等）、債券関連取引（債券先物オプション等）、

クレジット・デリバティブ取引等であり、店頭取引が大部分を占めており、割引現在価値技法やオプション価

格計算モデル等により算出した価額によっております。店頭取引の価額を算定する評価技法に使用されるイン

プットは主に金利や為替レート、ボラティリティ等であります。観察できないインプットを用いていない又は

その影響が重要でない場合はレベル２の時価、重要な観察できないインプットを用いている場合はレベル３の

時価に分類しております。 

 

（注２）時価で中間連結貸借対照表に計上している金融商品のうちレベル３の時価に関する情報 

（１）重要な観察できないインプットに関する定量的情報 

当中間連結会計期間（2023 年９月 30 日） 

区分 評価技法 
重要な観察できない 

インプット 

インプットの 

範囲 

インプットの 

加重平均 

有価証券   

社債（私募債） 割引現在価値技法 倒産確率 0.2％―1.7％ 0.3％

デリバティブ取引 
 

クレジット・デリ

バティブ取引 
割引現在価値技法 倒産確率 0.0％―8.8％ 3.6％

 



 

（２）期首残高から期末残高への調整表、当期の損益に認識した評価損益 

当中間連結会計期間（2023 年９月 30 日） 

（単位：百万円） 

 
期首残高 

当期の損益又はその他の

包括利益 

購入、売

却、発行

及び決済

の純額

レベル３

の時価へ

の振替

レベル３

の時価か

らの振替 

期末残高 

当期の損

益に計上

した額の

うち中間

連結貸借

対照表日

において

保有する

金融資産

及び金融

負債の評

価損益

(※)１ 

損益に計上 

(＊)１ 

その他の包括

利益に計上

(＊)２ 

有価証券    

 私募債 － － － － 4,939 － 4,939 －

 仕組債 1,001 － － － － △1,001 － －

デリバティ

ブ取引    

クレジッ

ト・デリ

バティブ

取引 

△1 1 － － － － △0 1

（＊１）中間連結損益計算書の「その他業務収益」に含まれております。 

（＊２）中間連結包括利益計算書の「その他の包括利益」の「その他有価証券評価差額金」に含まれております。 

 

（３）時価の評価プロセスの説明 

当行グループは、総合企画部及び市場運用部が、時価の算定に関する方針及び手続、時価評価モデルの使用に

係る手続を定めております。リスク統括部は、当該モデルの妥当性を確認し、使用するインプット及び算定結果

としての時価が方針及び手続に準拠しているか妥当性を確認しております。また、総合企画部及び市場運用部は

当該算定結果に基づき時価のレベルの分類について判断し、リスク統括部は時価のレベルの分類について妥当性

を確認しております。 

時価の算定に当たっては、個々の資産の性質、特性及びリスクを最も適切に反映できる評価モデルを用いてお

ります。また、第三者から入手した相場価格を利用する場合においても、利用されている評価技法及びインプッ

トの確認や類似の金融商品の時価との比較等の適切な方法により価格の妥当性を検証しております。 

 

（４）重要な観察できないインプットを変化させた場合の時価に対する影響に関する説明 

倒産確率 

クレジット・デリバティブ取引の時価の算定で用いている重要な観察できないインプットは倒産確率でありま

す。倒産確率は、倒産事象が発生し、契約金額を回収できない可能性を示す推定値であります。倒産確率の大幅

な上昇（低下）は、時価の著しい下落（上昇）を生じさせます。 

 



（有価証券関係） 

１．その他有価証券（2023 年９月 30 日現在） 

 種類 
中間連結貸借対照表

計上額（百万円）

取得原価 

（百万円） 

差額 

（百万円） 

中間連結貸借対

照表計上額が取

得原価を超える

もの 

株式 17,585 11,240 6,344 

債券 14,894 14,671 223 

 国債 8,418 8,222 196 

 地方債 1,503 1,500 3 

 社債 4,972 4,948 23 

その他 24,939 23,939 1,000 

小 計 57,419 49,851 7,568 

中間連結貸借対

照表計上額が取

得原価を超えな

いもの 

株式 485 503 △ 18 

債券 115,209 124,721 △ 9,512 

 国債 8,210 9,412 △ 1,202 

 地方債 74,008 80,700 △ 6,691 

 社債 32,990 34,608 △ 1,617 

その他 149,693 161,415 △ 11,721 

小 計 265,389 286,641 △ 21,252 

合計 322,809 336,492 △ 13,683 

 

２．減損処理を行った有価証券 

売買目的有価証券以外の有価証券（市場価格のない株式等及び組合出資金を除く）のうち、当該有価証券の時

価が取得原価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込があると認められないものについ

ては、当該時価をもって中間連結貸借対照表計上額とするとともに、評価差額を当中間連結会計期間の損失とし

て処理（以下「減損処理」という。）しております。 

当中間連結会計期間における減損処理額は、該当ありません。 

また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準は、時価が取得原価に対して 50％程度以上下落した場

合としております。また、時価が取得原価に対し、30％以上 50％未満下落した場合は、過去一定期間において時

価が簿価あるいは評価損率が 30％未満の水準まで達しない場合、時価が「著しく下落した」と判断し、時価の回

復可能性の判定を行ったうえで、回復の可能性が認められない場合には、減損処理を行うものとしております。 

 



（収益認識関係） 

顧客との契約から生じる収益を分解した情報 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

合計 
銀行業務 リース業務 

預金・貸出業務 299 － 299 

証券関連業務 28 － 28 

為替業務 191 － 191 

代理業務 100 － 100 

投資信託販売関係業務 80 － 80 

保険販売関係業務 169 － 169 

その他 47 － 47 

顧客との契約から生じる 

収益 
917 － 917 

その他の収益 6,513 2,300 8,814 

外部顧客に対する経常収益 

（注） 
7,430 2,300 9,731 

（注）１ 一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。 

   

（１株当たり情報） 

１株当たりの純資産額             2,659 円 73 銭 

１株当たり中間純利益金額          △1,252 円 19 銭 

潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額  △1,252 円 17 銭 

（注） 株主資本において自己株式として計上されていた信託に残存する当行の株式は、１株当たり中間純利益

金額及び潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する

自己株式に含めております。 

１株当たり中間純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額の算定上、控除した当該自己

株式の期中平均株式数は 16 千株であります。 
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